
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農地基盤工学研究領域 水田高度利用担当 

排水性を改良する低コストな補助暗渠工法 

 圃場に敷設された堆肥や作物残渣（ワラ）などの有機質資材を簡易に心土に投入することで、
排水性の良い、生産姓の高い土壌に改良する低コストな補助暗渠工法「カッティングソイラ工法」 
を開発しました。 

 食料自給率向上を図る上で必要となる、農作物の単収・品質の向上には、農業生産基盤の
整備により、生産姓の高い優良の内を確保することが不可欠となっている。 

 そのためには、農地の排水性、通気性の改善といった土層改良の推進が重要であり、低コス
トで簡易な土層改良方の開発が求められている。 

研究のポイント 

本工法には，以下の特徴があり
ます。 

 堆肥や作物残渣を心土に溝
状に投入し、排水性や通気
性、保水性を改善。 

 「土塊の持ち上げ」、「有機質
資材の投入」、「埋め戻し」の
３工程を１度に作業できる。 

 圃場面に散在した資材を用
いるので、施工機には、資材
の運搬・供給部がない。 

カッティングソイラ工法の施工概要 

研究の背景 

カッティングソイラ工法の概要 

期待される効果 

 生産姓の高い農地の確保に
より農作物の単収や品質が向
上し、農業収入の増加が期待
される。 

①ほ場表面にたい肥、
作物残さ（ワラ等）な
どの有機質資材を散
布しておく。 

②溝状に土塊を切断しなが
ら掘削して持ち上げ、同時
に表面の資材を寄せ集め
て、溝の中に落とし込む。 

③自動的に土塊が下り、
溝を埋め戻す。さらに、
施工機の復路で踏み
固めて整地する。 
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灰色台地土 220 テンサイ 75.8 106 44 5.0 

淡色黒ボク土 480 アズキ 3.3 113 111 4.3 

 畑作物の増収と品質の向上が実現。 

 施工費は従来工法の1/3～1/7で、施工費の償還期間は5年以下。 

カッティングソイラ工法の施工概要 


